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平
成
二
十
八
年
度
四
月
よ
り
、
比
治
山
大
学
研
究
助
成
を
受
け
、﹁
不
動
院
と
安
国
寺
恵
瓊
に
関
す
る
研
究
﹂
を
開
始
し
た
。
本
研
究
は
、
不
動
院
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
安
国
寺

恵
瓊
に
注
目
し
、﹁
不
動
院
文
書
﹂
の
中
に
み
ら
れ
る
恵
瓊
関
係
の
書
状
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
資
料
、
お
よ
び
全
国
に
点
在
す
る
恵
瓊
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
・
解
読
・
整
理

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
特
に
不
動
院
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
安
国
寺
恵
瓊
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
最
終
目
的
と
す
る
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、﹁
安
国
寺
恵
瓊
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
﹂
の
構
築
に
向
け
、
恵
瓊
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
を
継
続
的
に
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の

過
程
で
見
出
し
た
天
正
十
一
年
︵
一
五
八
三
︶
六
月
廿
六
日
付
小
早
川
隆
景
書
状
を
中
心
と
し
た
報
告
で
あ
る
。
蜂
須
賀
小
六
宛
の
当
該
書
状
に
は
、
賤
嵂
岳
の
戦
い
後
に
お
け
る

毛
利
氏
と
秀
吉
方
と
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
交
渉
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
存
在
と
し
て
、
安
国
寺
恵
瓊
の
名
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
こ
の
書
状
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
恵
瓊
の
情
報
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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一
　
小
早
川
隆
景
書
状
（
六
月
廿
六
日
付
）
に
み
ら
れ
る
「
安
国
寺
」

﹃
思
文
閣
古
書
資
料
目
録　

第
二
百
五
十
四
号　

善
本
特
集　

和
の
史ふ
み

﹄︵
平
成

二
十
九
年
七
月
︶
に
、
次
に
挙
げ
る
小
早
川
隆
景
書
状
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
以
下

に
私
案
に
よ
る
釈
文
を
示
す
。

60　

小
早
川
隆
景
書
状　
　

一
幅

今
度
東
北
國
則
時
被
任

御
存
分
天
下
御
静
謐

尤
珍
重
候
仍
太
刀
一
腰

銀
子
三
枚 

令
進
入
候
表

御
祝
儀
斗
候
猶
又
先

度
林
木
工
棱
首
座
ニ
秀
吉

条
々
以
御
一
書
被
仰
出

趣
慥
得
其
心
候
誠
忝

存
候
貴
所
御
入
魂
之
通

是
又
太
慶
候
長
久
可
得

御
意
趣
以
安
国
寺
被
申

入
候
宜
御
取
合
頼
存
候

猶
任
彼
演
説
候
恐
々
謹
言

六
月
廿
六
日　

隆
景
︵
花
押
︶

は
　
じ
　
め
　
に

平
成
二
十
八
年
度
四
月
よ
り
、
比
治
山
大
学
研
究
助
成
を
受
け
、﹁
不
動
院
と
安
国
寺

恵
瓊
に
関
す
る
研
究
﹂
を
開
始
し
た
。
本
研
究
は
、
不
動
院
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
安
国

寺
恵
瓊
に
注
目
し
、﹁
不
動
院
文
書
﹂
の
中
に
み
ら
れ
る
恵
瓊
関
係
の
書
状
を
は
じ
め
と

し
た
関
連
資
料
、
お
よ
び
全
国
に
点
在
す
る
恵
瓊
関
係
資
料
の
調
査
・
収
集
・
解
読
・

整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
十
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
特
に
不

動
院
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
安
国
寺
恵
瓊
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、
資
料
群
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
、
恵
瓊
関
係
資
料
の
調

査
・
収
集
・
整
理
に
重
点
を
置
き
、
関
連
性
の
高
い
も
の
か
ら
優
先
し
て
解
読
作
業
お

よ
び
考
察
を
行
う
と
と
も
に
、
基
盤
と
な
る
情
報
の
集
積
と
活
用
を
目
指
し
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
っ
た

︵
注
１
︶。

平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
も
比
治
山
大
学
研
究
助
成
を
受
け
、
安
国
寺
恵
瓊
に
関

係
す
る
資
料
を
網
羅
的
に
調
査
・
収
集
し
、
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に
登

録
す
る
作
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
過
程
に
お
い
て
見
出
し
た
資

料
の
う
ち
、
特
に
第
三
者
間
で
や
り
と
り
し
た
書
状
の
中
に
恵
瓊
の
名
が
み
ら
れ
る
も

の
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
﹁
他
者
の
関
連
﹂
と

い
う
区
分
を
設
け
た
資
料
を
用
い
て
、
毛
利
氏
の
使
僧
と
し
て
恵
瓊
の
果
た
し
た
役
割

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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﹁
東
北
国
﹂
を
即
座
に
従
え
た
と
い
う
記
述
は
、
秀
吉
が
柴
田
勝
家
を
破
っ
た
、

天
正
十
一
年
︵
一
五
八
三
︶
の
賤
嵂
岳
の
戦
い
を
指
す
と
み
ら
れ
、
そ
の
報
を
受

け
た
隆
景
が
、
戦
勝
祝
い
と
し
て
太
刀
・
銀
子
な
ど
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
交
渉
の
使
者
と
し
て
、
毛
利
家
の
外
交
僧
と
し
て
活
躍
し
た
安
国
寺

恵
瓊
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蜂
須
賀
小
六
宛
の
小
早
川
隆
景
書
状
の
中
に
、
恵
瓊
を
指
す
﹁
安
国

寺
﹂
と
い
う
文
言
が
み
ら
れ
る
。
書
状
の
内
容
は
、﹁
入
魂
﹂
と
い
う
語
の
用
法
に
や
や

疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
目
録
の
解
説
文
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
天
正
十
一
年
︵
一
五
八
三
︶
四
月
、
賤
嵂
岳
の
戦
い
お
よ
び
越
前
北
ノ
庄
城
攻

め
に
お
い
て
、
羽
柴
秀
吉
が
柴
田
勝
家
を
打
ち
破
っ
た
こ
と
に
対
し
戦
勝
祝
い
を
送
る

と
と
も
に
、
備
中
高
松
城
講
和
以
後
の
毛
利
氏
と
の
講
和
条
件
交
渉
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。

天
正
十
一
年
︵
一
五
八
三
︶
五
月
十
五
日
付
の
秀
吉
か
ら
隆
景
に
宛
て
た
書
状
︵﹃
毛

利
家
文
書
﹄
九
八
〇
︶
に
お
い
て
領
国
の
﹁
境
目
之
儀
﹂
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
当
該
書

状
に
﹁
以
安
国
寺
被
申
入
候
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
恵
瓊
が
実
際
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
天
正
十
年
︵
一
五
八
二
︶
七
月
廿
三
日
付
の
隆
景
か
ら
﹁
蜂
須
賀
小
六
﹂
に

宛
て
た
書
状
が
名
古
屋
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
能
寺
の
変
の
後
、
六
月

十
三
日
に
秀
吉
が
明
智
光
秀
を
破
っ
た
山
崎
合
戦
の
戦
勝
祝
い
を
述
べ
た
も
の
で
、
使

者
と
し
て
﹁
安
国
寺
﹂︵
恵
瓊
︶
を
派
遣
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
写
真
掲
載
お
よ
び
解

説
・
釈
文
を
付
し
た
﹃
続
・
秀
吉
に
備
え
よ
!!　

︱
羽
柴
秀
吉
の
中
国
攻
め
︱
﹄︵
長
浜

市
長
浜
城
歴
史
博
物
館　

二
〇
一
四
︶
で
は
、
書
状
の
宛
先
を
蜂
須
賀
家
政
︵
正
勝
男
︶

蜂
須
賀
小
六
殿

　
　
　
　
　
　

御
宿
所

ま
た
、
同
目
録
に
は
以
下
の
よ
う
な
解
説
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

六
月
廿
六
日
付　

蜂
須
賀
小
六
宛

本
紙
竪
16
糎　

横
49
・
8
糎

総
丈
竪
114
・
5
糎　

横
66
糎　

軸
装　

箱
入

毛
利
元
就
の
三
男
で
、
小
早
川
家
を
継
ぐ
一
方
で
、
兄
吉
川
元
春
と
と
も
に
毛

利
宗
家
を
支
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
小
早
川
隆
景
の
書
状
。
宛
先
は
、
古
く
か
ら

豊
臣
秀
吉
に
属
し
た
武
将
と
し
て
著
名
な
蜂
須
賀
正
勝
︵
小
六
︶
で
あ
る
。
内
容

は
次
の
通
り
。

今
度
東
北
国
を
即
時
に
従
え
ら
れ
、
天
下
が
静
謐
と
な
っ
た
こ
と
は
大
変
珍
重

な
こ
と
で
す
。
よ
っ
て
、
太
刀
一
腰
と
銀
子
三
枚
を
進
上
い
た
し
ま
す
。
ご
祝
儀

を
表
す
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
先
度
、
秀
吉
が
林
木
工
・
棱
首
座
に
対

し
て
一
書
を
も
っ
て
仰
せ
出
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
承
知
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
忝
く
存
じ
ま
す
。
あ
な
た
様
が
ご
入
魂
さ
れ
て
い
た
通
り
、
こ
れ
ま
た
大
慶

に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
御
意
を
得
た
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
安
国

寺
恵
瓊
を
も
っ
て
︵
毛
利
輝
元
が
︶
申
し
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
宜
し
く
御
取
り
成

し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
詳
し
い
こ
と
は
恵
瓊
よ
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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先
度
者
和
睦
之
儀
以
御
馳
走

相
調
弥
重
候
其
後
頓
可
申
入
之 

＊
﹁
珍
重
﹂
か

慶
安
国
寺
俄
被
罷
上
候
条
相
過
候
、 

＊
﹁
處
﹂
か

然
者
自
輝
元
為
御
祝
儀
重
而

西
堂
被
差
上
候
間
御
親
交
被
仰

談
可
然
之
様
御
入
魂
肝
要
候

随
而
国
切
等
之
事
被
任
天
下
御

存
分
上
者
、
近
年
申
付
候
傍
爾

被
加
御
分
割
候
者
、
一
人︵

入
︶之
儀
申
談 

＊
﹁
分
別
﹂
か

長
久
可
得
御
意
候
、
西
国
静

謐
之
儀
任
秀
吉
御
案
中
在
之

事
候
、
仍
御
太
刀
一
腰
馬
一
疋

進
之
候
、
表
御
祝
儀
斗
候
猶

任
口
上
候
恐
々
謹
言

七
月
廿
三
日　

隆
景
︵
花
押
︶

蜂
須
賀
小
六
殿　
御
宿
所

先
述
の
書
状
の
約
一
年
前
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
に
も
﹁
安
国
寺
﹂﹁
西
堂
﹂

︵
恵
瓊
︶
は
単
な
る
戦
勝
祝
い
の
使
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
毛
利
氏

の
領
土
問
題
に
つ
い
て
秀
吉
方
と
実
際
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

と
す
る
。
同
一
人
物
の
書
状
で
あ
り
、
ま
た
と
も
に
戦
勝
祝
い
と
い
う
内
容
の
一
致
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
二
通
の
書
状
に
は
共
通
し
た
文
言
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
釈
文

に
は
修
正
が
必
要
な
箇
所
が
存
す
る
た
め
、
該
当
箇
所
に
傍
線
を
施
し
た
上
で
下
段
に

私
案
を
示
し
た
。

74　

小
早
川
隆
景
書
状　

蜂
須
賀
家
政
宛　

一
通

天
正
十
年
︵
一
五
八
二
︶
七
月
二
十
三
付

愛
知
県　

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

一
七
・
〇
×
四
九
・
八

天
正
十
年
︵
一
五
八
二
︶
六
月
二
日
、
織
田
信
長
が
本　︵

マ
マ
︶　

願
寺
で
横
死
す
る
と
、

秀
吉
は
急
遽
毛
利
氏
と
和
睦
し
、
中
国
大
返
し
を
経
て
、
十
三
日
に
明
智
光
秀
を

山
崎
合
戦
で
破
る
。
こ
の
書
状
は
、
そ
の
合
戦
か
ら
一
嵂
月
余
の
後
に
、
毛
利
輝

元
の
後
見
・
小
早
川
隆
景
が
秀
吉
家
臣
の
蜂
須
賀
家
政
に
送
っ
た
も
の
。
備
中
高

松
城
で
の
和
睦
が
、
家
政
と
父
の
正
勝
の
尽
力
で
成
立
し
た
こ
と
を
謝
し
て
い
る
。

ま
た
山
崎
合
戦
の
祝
勝
の
使
者
・
安
国
寺
恵
瓊
を
派
遣
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
和
睦
後
も
、
秀
吉
と
毛
利
氏
の
懸
案
に
な
っ
て
い
る
毛
利
氏
領
国
割
譲
問
題

で
の
取
り
な
し
を
依
頼
し
て
い
る
。
隆
景
は
、
秀
吉
を
﹁
天
下
、
御
存
分
に
任
せ

ら
れ
﹂﹁
西
国
静
謐
の
儀
、
し
か
し
な
が
ら
秀
吉
の
ご
案
中
に
こ
れ
あ
る
。﹂
と
あ

た
か
も
秀
吉
を
天
下
人
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
備
中
高
松
開

城
以
降
、
毛
利
氏
は
秀
吉
と
歩
調
を
合
わ
せ
歩
ん
で
ゆ
く
。
ま
た
交
渉
の
過
程
で
、

小
早
川
隆
景
は
秀
吉
か
ら
絶
大
な
信
用
を
得
る
こ
と
と
な
る
。

︵
釈
文
︶
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秀
吉
は
、
本
能
寺
の
変
が
あ
っ
た
天
正
十
年
︵
一
五
八
二
︶
か
ら
、
毛
利
輝
元

と
領
土
の
割
譲
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
毛
利
側
の
交
渉
役
を
担
当
し
て

い
た
の
が
安
国
寺
で
あ
っ
た
︵
秀
吉
側
は
蜂
須
賀
正
勝
小
六
と
黒
田
孝
高
︶。
こ
の

領
土
問
題
は
、
天
正
十
三
年
︵
一
五
八
五
︶
春
に
よ
う
や
く
決
着
を
見
る
が
、
そ

の
交
渉
過
程
で
、
安
国
寺
が
京
都
に
い
た
秀
吉
︵
あ
る
い
は
秀
吉
関
係
者
︶
の
も

と
を
訪
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
秀
吉
と
安
国
寺
が
同
年
七
月
、
堺
で
会
談
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
た
が
、
六
月
の
京
都
で
の
交
渉
は
他
に
記
録
が
な
く
、
本
書
に
よ
っ
て
の

み
知
ら
れ
る
。
天
正
十
一
年
の
段
階
で
、
秀
吉
方
と
毛
利
氏
の
交
渉
が
順
調
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。︵
福
井
︶

︵
釈
文
︶

安
国
寺
帰
国
候
、﹂
其
方
に
て
、よ
く
ふ
る
﹂
ま
ひ
致
御
馳
走
候
て
﹂
肝
煎
専
一
候
、﹂

た
か
つ
き
ま
て
馬
三
つ
﹂
申
付
可
相
進
候
、﹂
可
進
御
届
候
、
恐
々
謹
言

 

筑
前
守

六
月
廿
一
日 

秀
吉
︵
花
押
︶

伊
藤
与
左
衛
門
尉
殿

書
状
の
内
容
と
し
て
は
解
説
に
述
べ
ら
れ
た
通
り
と
認
め
ら
れ
る
が
、
釈
文
に
は
二

行
分
の
欠
落
が
あ
る
。
改
め
て
書
状
本
文
の
釈
文
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

安
国
寺
帰
国
候

二
　
羽
柴
秀
吉
書
状
（
六
月
廿
一
日
付
）
に
み
ら
れ
る
「
安
国
寺
」

続
い
て
、
羽
柴
秀
吉
の
書
状
の
中
に
﹁
安
国
寺
﹂
と
い
う
文
言
が
み
ら
れ
る
史
料
を

取
り
上
げ
る
。
前
稿
の
注
に
お
い
て
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、こ
の
天
正
十
一
年︵
一
五
八
三
︶

六
月
二
十
一
日
﹁
羽
柴
秀
吉
書
状　

伊
藤
与
左
衛
門
尉
宛
﹂
に
は
、
毛
利
氏
と
領
土
交

渉
を
し
て
い
た
秀
吉
が
、
恵
瓊
を
も
て
な
す
よ
う
家
臣
に
指
示
し
た
内
容
が
記
さ
れ
て

い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
六
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る

︵
注
３
︶。
な
お
こ
の
史

料
は
、
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
の
特
別
展﹁
石
田
三
成
と
西
軍
の
関
ケ
原
合
戦
﹂︵
平

成
二
十
八
年
七
月
二
十
三
日
～
八
月
三
十
一
日
︶
で
、
中
国
攻
め
や
賤
嵂
岳
合
戦
後
の

秀
吉
の
領
土
交
渉
が
分
か
る
も
の
と
し
て
展
示
さ
れ
た
。
写
真
掲
載
お
よ
び
解
説
・
釈

文
を
付
し
た
同
博
物
館
編
﹃
石
田
三
成
と
西
軍
の
関
嵂
原
合
戦
﹄︵
二
〇
一
六
︶
に
よ
っ

て
内
容
を
示
す
。

30　

羽
柴
秀
吉
書
状　

伊
藤
与
左
衛
門
尉
宛

一
巻

︵
天
正
十
一
年
［
一
五
八
三
］︶
六
月
二
十
一
日

個
人
蔵

二
六
・
三
×
四
一
・
〇

賤
嵂
岳
合
戦
に
勝
利
し
た
羽
柴
︵
豊
臣
︶
秀
吉
が
、
家
臣
の
伊
藤
与よ

ざ

え
左
衛

門も
ん
の
じ
ょ
う
尉
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
中
国
地
方
の
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
外
交
僧
、
安
国

寺
恵
瓊
が
帰
国
す
る
の
で
、
丁
重
に
も
て
な
す
こ
と
。
ま
た
、
高
槻
︵
大
阪
府
高

槻
市
︶
ま
で
馬
三
疋び

き

を
準
備
し
た
の
で
、
こ
れ
を
使
っ
て
安
国
寺
を
送
る
こ
と
、

さ
ら
に
高
槻
か
ら
先
の
手
配
も
怠
ら
な
い
よ
う
命
じ
て
い
る
。
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題
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
際
の
所
在
地
を
示
す
直
接
の
根
拠
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、

六
月
廿
一
日
付
羽
柴
秀
吉
書
状
と
同
様
に
、
こ
の
時
期
に
秀
吉
方
と
の
交
渉
に
あ
た
っ

て
い
た
恵
瓊
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
で
は
、
安
国
寺
恵
瓊
関
係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
過
程
に
お
い

て
見
出
し
た
資
料
の
う
ち
、
特
に
第
三
者
間
で
や
り
と
り
し
た
書
状
の
中
に
恵
瓊
の
名

が
み
ら
れ
る
も
の
に
関
し
て
述
べ
て
き
た
。
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
天
正
十
年

︵
一
五
八
二
︶
備
中
高
松
城
講
和
以
後
の
毛
利
氏
と
秀
吉
方
と
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
、

恵
瓊
が
交
渉
に
あ
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
今
回
取
り
上
げ
た
天
正
十
一
年
六
月
廿
六
日
付
の
小
早
川
隆
景
書
状
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
恵
瓊
の
情
報
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

い
う
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
、
安
国
寺
恵
瓊
自
筆
資
料
の
み
な
ら
ず
、
今
回
対
象
と
し
た
よ
う
な
第
三
者

間
で
や
り
と
り
し
た
書
状
な
ど
を
も
視
野
に
入
れ
、
網
羅
的
に
恵
瓊
関
係
資
料
の
調

査
・
収
集
・
整
理
を
継
続
し
て
い
く
。
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
既
に
公
開
さ
れ

て
い
る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
手
が
か
り
と
し
つ
つ
、
新
出
資
料
も
含
め
て
幅
広
く
情

報
を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
終
的
に
有
効
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
方
法
を
確
立
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
本
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
注
〕

１　

山
﨑
真
克
・
麻
生
由
紀
・
土
居
裕
美
子
・
迫
垣
内
裕
・
頼
祺
一
﹁
安
国
寺
恵
瓊
関

係
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
﹂︵﹃
比
治
山
大
学

其
方
に
て
よ
く
ふ
る

ま
ひ
致
御
馳
走
候
て

肝
煎
専
一
候

た
か
つ
き
ま
て
馬

三
つ
申
付
可
相
進
候

高
槻
よ
り
さ
き

く

の
儀
も
肝
煎
候
て

可
進
御
届
候
恐
々
謹
言
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六
月
廿
一
日　

秀
吉
︵
花
押
︶

伊
藤
与
左
衛
門
尉
殿

解
説
の
末
尾
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
正
十
一
年
︵
一
五
八
三
︶
七
月
に

秀
吉
と
恵
瓊
が
堺
で
会
談
し
た
こ
と
は
、
河
合
正
治
氏
﹃
安
国
寺
恵
瓊
﹄︵
吉
川
弘
文
館  

一
九
五
九
︶
に
も
﹃
顕
如
上
人
貝
塚
御
座
所
日
記
﹄
を
根
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
注
２
︶。

し
か
し
、
同
年
六
月
の
段
階
で
、
毛
利
氏
と
秀
吉
方
と
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
恵
瓊
が

実
際
に
京
都
で
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
示
す
史
料
と
し
て
、
当
該
書
状
は
他
に
例

を
見
な
い
と
さ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
天
正
十
一
年
六
月
廿
六

日
付
の
小
早
川
隆
景
書
状
も
、
時
期
的
に
は
天
正
十
一
年
︵
一
五
八
三
︶
五
月
十
五
日

付
の
秀
吉
か
ら
隆
景
に
宛
て
た
書
状
︵﹃
毛
利
家
文
書
﹄
九
八
〇
︶
と
、
同
年
七
月
の
﹃
顕

如
上
人
貝
塚
御
座
所
日
記
﹄
の
記
述
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
恵
瓊
が
領
土
問
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紀
要
﹄
第
二
十
三
号　

二
〇
一
七
︶

２　

河
合
正
治
﹃
安
国
寺
恵
瓊
﹄︵
吉
川
弘
文
館　

一
九
五
九
︶﹁
三　

天
下
一
統
へ
の

情
熱
﹂
六
八
頁
。

３　

平
成
二
十
八
年
︵
二
〇
一
六
︶
六
月
四
日
付
﹃
朝
日
新
聞
﹄﹃
毎
日
新
聞
﹄﹃
産
経

新
聞
﹄
な
ど
に
お
い
て
報
道
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
度
比
治
山
大
学
研
究
助
成
﹁
不
動
院
と
安
国
寺
恵
瓊

に
関
す
る
研
究
﹂
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
不
動
院
、
安
国
寺
恵
瓊
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
小
早
川
隆
景
、
蜂
須
賀
小
六

山
㟢　

真
克
︵
現
代
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
日
本
語
文
化
コ
ー
ス
︶

麻
生　

由
紀
︵
不
動
院
︵
比
治
山
大
学
大
学
院
現
代
文
化
研
究
科
現
代
文
化
専
攻
日
本
地
域
文
化
研
究
修
了
︶︶

土
居
裕
美
子
︵
鳥
取
看
護
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
︶

迫
垣
内　

裕
︵
比
治
山
大
学
短
期
大
学
部
総
合
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
︶

頼　
　

祺
一
︵
広
島
大
学
名
誉
教
授  

比
治
山
大
学
名
誉
教
授  

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
館
長
︶

︵
二
〇
一
七
年
十
一
月
一
日　

受
理
︶




